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本書面では,地震動(揺れ)は点ではなく面で発生していること及び本

件原発にとっては小地震以外のあらゆる規模の地震が危険であることに

ついて､申立書を補充して述べる｡
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第１ 地震動は点ではなく面で発生していること 

地震動は、ある一つの地点で発生するのではなく、面的な広がりを持

って発生している。 

これは、１０００ガル程度以上の揺れであっても同様で、１つの地震

が発生すると１０００ガル程度の揺れが広範囲に面的に発生している。 

  例えば、２０１１年３月１１日午後２時４６分ごろ発生したＭｗ９．

０の東北地方太平洋沖地震において、１０００ガル程度以上の揺れが観

測された地点は、下図1のとおりである。 

 

（図：強震観測網（Ｋ－ＮＥＴ、ＫｉＫ－net）の「地震選択＆ダウンロード」から

抜粋してまとめたもの） 

  上図のとおり、最大地震動は宮城県の築館
つきだて

で観測された約２９３３ガ

                             
1 「震央」とは、震源（地震の開始地点）の真上にあたる地表の点をいう。 
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ルであるところ、１０００ガル程度以上の揺れを観測した地点は、千葉

県（佐倉）まで広がっている。 

  １０００ガル程度以上の揺れを観測した地点のうち、最北の観測地点

は、岩手県の一関
いちのせき

である。一関から、１０００ガル程度以上の揺れを

観測した最南の地点である千葉県の佐倉までは、直線で約３７０ｋｍ離

れている。 

  つまり、観測されただけでも、東北地方から関東地方の幅広い地帯が

１０００ガル程度以上の揺れに襲われている。 

 

第２ 本件原発にとっては小地震以外のあらゆる規模の地震が危険 

 上記「第１」の図のとおり、マグニチュード８乃至９の巨大地震が、

本件原発を直撃した場合はもちろんのこと、近傍で発生しても、さらに

は数百ｋｍ離れた遠方で発生したとしても、本件原発の基準地震動を容

易に超えてしまうことが分かる。今、日本全体がその発生を警戒してい

る南海トラフ巨大地震はまさにこのような地震なのである。 

 また、マグニチュード７以上８未満の大地震においても、震源から相

当広範囲にわたって、本件原発の基準地震動６５０ガルを超える地震動

をもたらしうる。例えば、２００３年５月２６日に発生したＭｗ７．０

の宮城県沖地震（最大地震動１５７１ガル）では、下図のとおり、震央

から１１６ｋｍ離れた地点（玉山）で約８５３ガル、震央から７７ｋｍ

離れた地点（山田）で約８５６ガル、震央から５４ｋｍ離れた地点（釜

石）で約１０５５ガルが観測されている。 
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（甲４９・強震観測網（Ｋ－ＮＥＴ、ＫｉＫ－net）で２００３年５月２６日宮

城県沖地震の６００ガル以上の揺れを検索した結果） 

 さらに、マグニチュード５以上７未満の地震（「中地震」ともいう。）

で１０００ガル程度の最大地震動を観測した主な地震は、２０００年以

降だけでも１１回発生しているとおり（下図）、我が国では頻繁に発生

する。この程度の地震でさえ、本件原発を直撃すれば基準地震動を超え

てしまう。 
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  （図：２０００年以降に日本で観測された主な地震のうち、マグニチュード７

未満で最大地震動が１０００ガル程度以上の地震をまとめたもの） 

 

 つまり、基準地震動がたかだか６５０ガルに過ぎない本件原発につい

ては、巷間言われる「巨大地震が原発を襲うと危険だ」というレベルの

話ではなく、小地震を除くあらゆる規模の地震が危険なのである。 

以上 


